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 発行 里山を育てる会 

不定期刊行        不定期刊行 

緊 急          7 月から午前中作業！・・・暑さ対策 

今年は雨が少なく、6 月から暑さが続いています。今年も暑さ対策とし 7、8 月は、作業時間を午前 

中とします。9 時から作業を始め暑い盛りの作業を避けることにしますので、よろしくお願いします。 

9 月については、状況を見てお知らせします。 

 

6 月の作業 

今月の作業は、森の西側のＢ地区と水道路沿いの上側のＣ地区のタケの伐採と下草等の除草を主として行いまし

た。特にＢ地区ではハチクが繁殖し大きくなってきたため、これを伐採した後下草を刈り取りました。Ｂ、Ｃ地区共

ほぼ終わりましたが、ここは常緑樹が多く日当りの悪い所があります。Ｃ地区はもう少し整備が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   藤棚の剪定をする今岡吉郎さん       タ ケ の 刈 り 取 り           下草刈りで明るくなった場所 
                                                                                                                                   

                                    

 

 

 

 

 

                                                                                               

 水 道 路 上 側 の 草 刈 り                             森 の ホ タ ル ブ ク ロ      

    田和山の樹木第 30 回  ナツツバキ 
田和山の森で６月～７月にツバキに似た小さな白い花を咲かせるのが、ナツツバキです。名前の由来は､夏にツ

バキのような白い花をつけるところからきています。ツバキと違い

落葉樹です。 

田和山にあるのは、植栽したもので自生ではありません。この木

は、新緑、紅葉、幹の様子が美しく、気品があることからシンボル

ツリーとして植栽されたものです。 

花の直径は、６センチほどで、５枚の花弁

があり、その先端はまばらにギザギザしてい

ます。朝に開花し、夕方には落花する一日花

です。実は１０月頃に熟すと五つに裂け、中

から種子がこぼれ落ち、空になった実はその

後も長い間、枝に残って越冬することになります。幹は太くなってくると表面が薄く剥離し、

サルスベリやリョウブのような独特の斑模様になるのが特徴です。  （竹下記） 

                 写真左上は、ナツツバキの花、右はなめらかな幹の肌 
今後の活動予定 

7 月 1 日（金）9：00～、8 日（金）9：00～、16 日（土）9：00～、22 日（金）9：00～、29 日（金）9：00～ 

8 月 5 日（金）9：00～、12 日（金）お盆休み、20 日（土）9：00～、26 日（金）9：00～、 


